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【
報
告
内
容
】

　
平
成
三
〇
年
四
月
一
日
付
け
で

任
用
予
定
だ
っ
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
五

月
及
び
六
月
に
開
催
さ
れ
た
地
域

協
議
会
に
お
い
て
、
導
入
の
検
討

や
隊
員
の
従
事
業
務
及
び
募
集
ス

ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
検
討
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
結
果
に
基
づ
き
、

募
集
要

項
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

一
〇
月

一
日
か
ら
順
次
周
知
を
図
り
、
一

一
月
一
日
か
ら
一
一
月
三
〇
日
ま

で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
期
限

ま
で
に
一
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　
一
月
二
六
日
に
第
二
次
選
考
試

験
（
面
接
）
を
実
施
し
、

二
月
二

日
に
任
用
の
決
定
を
通
知
し
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
、
本
人
か
ら

体
調
不
良
を
理
由
と
し
た
辞
退
届

が
郵
送
さ
れ
、
二
月
八
日
に
受
理

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

協
議
事
項

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
係
る
今

後
の
対
応
に
つ
い
て

　
前
回
の
募
集
要
項
を
参
考
資
料

と
し
て
配
布
し
、

導
入
の
可
否
、

募
集
に
係
る
隊
員
の
従
事
業
務
及

び
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

協
議
し
た
結
果
、

平
成
三
〇
年
度

　
当
日
は
、
報
告
事
項
一
件
及
び

協
議
事
項
一
件
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
他
事
項
で
支
所
担
当
課
か
ら
八

件
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

報
告
事
項

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
面
接
結

果
等
に
つ
い
て

　
浜
益
支
所
地
域
振
興
課
か
ら
経

過
に
つ
い
て
内
容
等
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

中
に
再
募
集
す
る
こ
と
が
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
募
集
に
あ
た
っ
て
は
、

前
回
の
募
集
要
項
を
基
本
と
し
、

隊
員
の
従
事
業
務
に
追
加
事
項
等

が
あ
れ
ば
、
四
月
開
催
予
定
の
次

回
協
議
会
ま
で
に
事
務
局
へ
報
告

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
事
項

①
暴
風
雪
に
伴
う
停
電
に
つ
い
て

　
一
二
月
二
五
日
か
ら
一
月
二
日

の
期
間
に
暴
風
雪
に
よ
る
断
続
的

に
区
内
で
発
生
し
た
停
電
に
つ
い

て
、
発
生
日
、
区
域
、
時
間
及
び

原
因
に
つ
い
て
の
概
要
と
北
海
道

電
力
㈱
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
対
応

状
況
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
事
態
を
重
く
受

け
止
め
、
石
狩
市
か
ら
北
海
道
電

力
㈱
に
対
し
、
発
電
機
車
等
の
設

備
体
制
の
強
化
を
申
し
入
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
も
報
告
し
ま
し
た
。

②
観
光
振
興
に
係
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
平
成
二
九
年
度
に
実
施
し
た

｢

地
域
資
源
・
事
業
化
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業

｣

の
概
要
、
平
成
三

〇
年
度
に
予
定
し
て
い
る

｢

地
域

再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業

｣

の
概

要
、
「
い
っ
ぺ
、
か
だ
れ
や
ヘ
ル

シ
ー
ウ
ォ
ー
ク
事
業
」
の
変
更
事

項
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

③
北
海
道
遺
産
に
つ
い
て

　
「
樹
齢
一
〇
〇
年
以
上
の
り
ん

ご
や
杏
が
実
を
つ
け
る
開
拓
史
配

布
の
果
樹
」
及
び

｢

増
毛
山
道

｣

を
北
海
道
遺
産
の
第
三
回
選
定
候

補
と
し
て
応
募
す
る
旨
を
報
告
し

た
。

④
道
の
駅
石
狩
あ
い
ろ
ー

ど
厚
田

に
つ
い
て

　
浜
益
区
民
対
象
に
三
月
二
七
日

に
実
施
さ
れ
る
内
覧
会
及
び
四
月

二
〇
日
に
実
施
さ
れ
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
オ
ー
プ
ン
記
念
パ
ー

テ
ィ
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
及
び

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
日
程
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

⑤
地
場
産
品
魅
力
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ

ー

に
つ
い
て

　
三
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
る
地

場
産
品
魅
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

⑥
市
役
所
直
行
便
の
車
内
掲
載
に

つ
い
て

　
公
共
交
通
の
利
用
に
あ
た
り
、

区
民
皆
様
か
ら
の
要
望
、

意
見
等

を
把
握
し
、
今
後
に
お
け
る
運
行

改
善
や
利
用
者
増
加
に
向
け
た
対

策
を
講
じ
る
た
め
、
四
月
か
ら
ス

ク
ー

ル
バ
ス
、
滝
川
浜
益
間
乗
合

自
動
車
及
び
浜
益
厚
田
間
乗
合
自

動
車
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
架

す
る
旨
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
対
象
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用

さ
れ
、

意
見
、
要
望
等
の
あ
る
方

は
そ
の
内
容
を
記
し
、

投
函
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑦
浜
益
区
部
活
動
等
に
係
る
有
償

旅
客
運
送
自
動
車
運
賃
補
助
に
つ

い
て

　
少
年
団
活
動
の
た
め
に
厚
田
区

ま
で
通
う
小
学
生
に
対
し
て
、
中

学
生
の
部
活
動
と
同
様
に
定
期
運

賃
の
半
額
補
助
を
四
月
か
ら
実
施

予
定
で
あ
る
旨
の
報
告
を
し
ま
し

た
。

【と き】平成30年3月15日(木)

18:00～19:30

【ところ】 浜益支所 2階 庁議室

【委 員】 <出席> 12名 <欠席> 3名

【傍 聴】 0名

・会議の概要を掲載しています。

・詳細は、市ホームページで後日公開します。
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84 実田

久
く

　慈
じ

　莞
かん

　大
た ちゃん H30. 3. 5 良寿 麻結

生年月日 父 母 住所

川下

※上段の【　】は石狩市全体、〈　〉は対前月

世帯数 【27,420】 <12>
（戸） 792 <▲ 3>

石
狩
市
人
事
【
浜
益
関
連
】

（
再
任
用
職
員
を
除
く
）

■
四
月
一
日
付
け

地
域
振
興
課
長
（

市
民
福
祉
課
長

兼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
浜
益

生
涯
学
習
課
長
）

笹
富
雄
、
市
民

福
祉
課
長
兼
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
部
浜
益
生
涯
学
習
課
長
（
総
務

部
行
政
管
理
課
主
査

<

職
員
担
当

>

）
宇
野
博
徳
、

地
域
振
興
課
主

査

<

管
理
担
当

>

（
企
画
経
済
部

商
工
労
働
観
光
課
主
査

<

管
理
担

当

>

）

中
野
映
、

地
域
振
興
課
主

査
<

産
業
振
興
担
当
兼
地
域
振
興

担
当

>

（

市
民
福
祉
課
主
査

<

市

民
生
活
担
当

>

）

植
村
裕
、
市
民

福
祉
課

<

市
民
生
活
担
当

>

（
地

域
振
興
課
<

産
業
振
興
担
当
兼
地

域
振
興
担
当

>

）

渡
邊
善
仁
、
市

民
福
祉
課

<
介
護
・
保
健
・
支
援

担
当

>

（

保
健
福
祉
部
高
齢
者
支

援
課

<

介
護
・
高
齢
担
当

>

）
桜

庭
聡

環
境
市
民
部
市
民
課
主
査

<

住
民

・
戸
籍
担
当

>

（

地
域
振
興
課
主

査

<

管
理
担
当

>

）
村
上
弘
晃

■
三
月
三
一
日
付
け

【
退
職
】

地
域
振
興
課
長
木
村
新
吾

北
海
道
教
育
委
員
会
人
事
【
浜
益

関
連
（

道
新
掲
載
分
）
】

▽
転
入

<

校
長

>

浜
益
中
学
校
（
石
狩
市
花
川
北
中

学
校
教
頭
）
大
浦
浩

<

教
諭

>

浜
益
中
学
校
（
千
歳
市
千
歳
中
学

校
）
白
鳥
爲
大

▽
転
出

<

校
長

>

千
歳
市
青
葉
中
学
校
（
浜
益
中
学

校
）
小
笠
原
輝
幸

<

教
諭

>

江
別
市
大
麻
中
学
校
（
浜
益
中
学

校
）
梅
坪
昭
仁
、
千
歳
市
北
斗
中

学
校
（
浜
益
中
学
校
）
三
宅
正
隆

<

養
護
教
諭

>

江
別
市
豊
幌
小
学
校
（
浜
益
中
学

校
）
松
本
友
美

北
海
道
警
察
人
事
【
浜
益
関
連
】

▽
転
入

浜
益
駐
在
所
巡
査
部
長
（
士
別
警

察
署
）
三
橋
秀
武

▽
転
出

厚
別
警
察
署
（
浜
益
駐
在
所
巡
査

部
長
）
大
坂
無
我

H30. 2. 1 88 浜益

長
年
の
功
績
に
よ
り

表
彰
さ
れ
る

　
三
月
一
九
日
（

月
）
、
第
八
四

回
北
海
道
農
業
会
議
総
会
が
、
札

幌
市
の
第
二
水
産
ビ
ル
で
開
催
さ

れ
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
部
で
浜
益
区
の
二

名
の
方
々
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
社
団
法
人
北
海
道
農
業
会

議
永
年
勤
続
者
表
彰
】

■
木
　
村
　
武
　
彦
　
さ
ん

（
石
狩
市
農
業
委
員
　
七
期
）

■
袴
　
田
　
　
　
勝
　
さ
ん

（
石
狩
市
農
業
委
員
　
七
期
）

 
受
賞
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

さん

　
な
お
、
該
当
児
童
の
い
る
ご
家

庭
の
方
は
、
少
年
団
か
ら
在
団
証

明
書
の
交
付
を
受
け
、
浜
益
小
学

校
で
所
定
の
手
続
き
を
行
い
、
浜

益
支
所
市
民
福
祉
課
で
定
期
券
を

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
民
生
活
担
当
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑧

｢

厚
田
保
育
園

｣

と
「
は
ま
ま

す
保
育
園
」
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
は
ま
ま
す
保
育
園
の
入
所
対
象

者
の
年
齢
用
件
を

｢

次
に
到
来
す

る
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
に
三
歳

に
達
す
る
満
二
歳

｣

か
ら
「
満
二

歳
」
へ
緩
和
す
る
予
定
で
あ
る
旨

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
該
当
す
る
ご
家
庭
の
方

は
、
保
健
福
祉
部
は
ま
ま
す
保
育

園
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＜およろこび＞
氏 名

H30. 3. 2 96

幌

氏 名 死亡年月日

秋　村　定　夫

年齢 住所

94成　田　正　美 さん H30. 2. 5

池　田　艶　子

小　林　定　雄 さん H30. 2. 3

（人） 735 <▲ 3>

<▲ 5>

女 【30,283】 <0>

【28,231】 <7>
（人） 609 <▲ 2>
男
（人） 1,344

人口 【58,514】
浜益区の人口・世帯数（Ｈ30年02月末現在）

<7>

さん H30. 3.25 93 群別奥　田　達　男

さん原　　　マ　ツ H30. 3. 8 95

さん
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佐　藤　忠　美 79
実田

浜益H30. 3. 7

幌

＜おくやみ＞

さん

はまます保育園 卒園式（3/23）

☆
人
事
異
動
☆


